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GSS Maker Worker Tool 利用手順書 

 
１．GSS Maker Worker Tool と ECETOC TRA ツールのダウンロード 

 GSS Maker Worker Tool と ECETOC TRA ツールをそれぞれダウンロードして、PC
の適当な場所に保存してください。 

 GSS Maker Worker Tool と ECETOC TRA ツールのバージョンは合致している必要が

あります。GSS Maker Worker Tool のファイル名で、どの TRA ツールに対応してい

るかを見分けることができます。GSS Maker Worker Tool ファイルのネーミングルー

ルは以下の通りです。 
 

  GSSMakerWorker_3.1jp_v1.0_2015XXXX.xlsm 

 

 
 
 
 

 TRA ツールのダウンロード方法については、まず以下のダウンロード先 URL を開き、

画面右側にある「Download Integrated Tool」ボタン（下図の赤枠）を押した後、ユー

ザー情報を送信することでダウンロードできます。 
 詳しいダウンロード方法は、BIGDr の資料集「GPS/JIPS セミナー（実践編Ⅱ）／

GPS/JIPS リスクアセスメント -ECETOC-TRA の活用-」を参照してください。 
 
【TRA ツールのダウンロード先】http://www.ecetoc.org/tra 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 TRA ツールのダウンロード画面 

① ② ③ 

① 対応する TRA ツールのバージョン番号を表します。この例では TRA3.1 に対応していること

を示しています。 
② GSSMaker Worker Tool の対応言語を表します。jp は日本語版であることを示しています。 
③ GSSMaker Worker Tool のバージョンとリリース日付を表します。 
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２．GSS Maker Worker Tool ファイルへの TRA ツールの保存場所の入力 

 GSS Maker Worker Tool を開いてください。このとき、「セキュリティの警告」が表示

される場合があるため、「コンテンツの有効化」または「マクロを有効にする」という

ボタンを押してください。 
 マクロが有効になると、「ヘルプリンクをアクティブにするため、BIGDr のホームペー

ジを立ち上げますか。既にログインしている場合には「いいえ」を選択してください。

「いいえ」でもツールの動作に影響はありません。」とメッセージが表示されるので、

「はい」「いいえ」のどちらかを選択してください。 
 「Configuration」シートを選択して、TRA ツールの保存場所（パス）を入力。画面例

では「C:¥TRA3.1¥」となっています。パスの最後に「¥」を付ける必要がありますの

で、注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 GSS Maker Worker Tool の「Configuration」シート 
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３．チュートリアルの実行 

 GSSMaker Worker Tool の使用方法を理解しやすいよう、「CheckScenario_Japanese」
のシートにチュートリアルを用意しています。 

 チュートリアルの手順は以下の通りです。この手順に沿えば、GSSMaker Worker Tool
の機能を一通り体験できるようになっています。 

 
順序 実行内容 備考 

1) 物質名「トルエン」を選択 デフォルトでトルエンが選択されていますので、変更し

ていなければ再選択する必要はありません。 
2) 物理化学的性状、有害性評価値（有害

性参照値）を設定。 
－ 

3) シナリオの設定 デフォルトでシナリオが設定されていますので、変更し

ていなければ再設定する必要はありません。 
4) 「TRA 実行」ボタンを押下 計算完了まで 30 秒程度要します。 
5) 結果の確認 シナリオ No.1～No.4 は RCR＜１→リスク懸念なし 
6) 「化学物質安全情報を作成」ボタンを

押下 
→「ChemicalSafetyInformation」シ

ートが作成される 

作成された化学物質安全情報シートは、次回ボタンを押

したときに上書きされてしまうため、保存しておきたい

場合には、シートを移動またはコピーして別ファイルと

して保存してください。 

 
 「CheckScenario_Japanese(2)」のシートでは、別の手順を用意しています。必要に応

じて実行してみてください。 
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４．計算モード、物質名、物質情報、シナリオの設定 

 「Main」シートに、物質名、物質情報、シナリオを入力してください。 
 

  
 

図 3 GSSMaker Worker Tool の「Main」シート 

Ｎｏ．

GSSの出力言語

※「ユーザー指定」に値が設定された場合は、当該値を使用。設定されない場合は物質DBの設定値を使用。

※黄色いセルは必須入力項目、水色セルは任意入力項目です。

4.39E-028.78E-03

保護手袋の有無と効率 いいえ
グローブ APF5（防護率

80%)

長期-局所経皮 (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無)

長期トータル 4.03E-01 1.06E-01

長期-吸入(8時間平均） 1.84E-01 1.84E-02

長期-経皮 2.19E-01

1.25E-02 8.07E-02

3.68E-03 3.68E-02

屋外

飛散性(固体)／作業温度での蒸気

圧(Pa)(液体）

作業期間 [時間/日] 4時間以上 4時間以上

6.25E+00

作業形態

PROC9_小容量コンテナ

への移し替え

工業工業 工業

長期-局所経皮

長期-経皮

µg.cm-2

mg kg-1 day-1

長期-吸入(8時間平均）　　※必須 73.1

【物質DB】の設定値

-

-

20

mg.m-3

92.15

蒸気圧　　※必須 Pa 3000

蒸気圧の温度 ℃

化学物質名

称

パラメータ ユーザー指定

 トルエン

物理化学性状

108-88-3

分子量　　※必須 g/mol

(有害性参照値無)

固体でない

良好な全体換気の室内

あり（捕集率90%) あり（捕集率90%)なし あり（捕集率90%)

w-4

混合 詰め替え

w-3

1～5% 1～5%

グローブ APF5（防護率

80%)
グローブ APF5（防護率

80%)

(有害性参照値無)

良好な全体換気の室内

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

固体でない

(有害性参照値無) (有害性参照値無)

作業者

(DNEL, OEL(許容

濃度))

PROC8b_専用設備での大

容量コンテナとの移し替

え

混合物か（含有率） いいえ いいえ

mg kg-1 day-1

4時間以上 15分～1時間

呼吸保護具の有無と効率

8.78E-02

w-2

固体でない

w-1

シナリオ名

プロセスカテゴリ(PROC)

作業者

移し替え

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

製造

換気状態 屋外

有
害
性
参
照
値

短期-吸入(15分平均）

(結果)

物質形状 固体でない

工業

経皮ばく露のLEV（局所排気装

置）考慮?

短期-吸入(15分平均）

CAS番号

ＳＴＥＰ（1） 「評価対象の指定」

ＳＴＥＰ（2） 「物性と有害性の指定」

ＳＴＥＰ（3） 「シナリオの指定」

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

エリア拡張

単位換算ツール

RCR≧1の場合のチェックポイントを表示

              
All rights resereved.

拡張エリアを閉じるクリア

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

①物質名を入力。 
物質 DB に評価し

たい物質が掲載さ

れている場合に

は、プルダウンリ

ストから物質名を

選択。 

③ 物質の使用シナリ

オをプルダウンリスト

から選択しながら、設

定。初期状態では４シ

ナリオが設定されてい

るが、不要なものは削

除する。逆に、シナリ

オを５つ以上追加した

い場合には、「エリア拡

張」ボタンを押すこと

で最大１０のシナリオ

を設定可能。 

② 評価物質の物理化学

性状や有害性情報を入

力。 
①でプルダウンリストか

ら物質を選択した場合に

は、自動的に情報（デフ

ォルト値）が呼び出され

る。別の値を使用したい

場合には、左側の「ユー

ザー指定」の列に手動で

入力すればよい。（変更し

たい項目にだけ入力すれ

ばよい。） 



5 
 

 「Main」シートの物理化学的性状、有害性参照値、シナリオの各項目で、入力必須項

目は黄色いセルとして、任意入力項目は水色セルとしてそれぞれ示しています。 
 「Main」シートの「化学物質名称」欄で選択可能な物質の情報は「SubstanceDB」の

シートに記載されています。 
 ユーザー独自の物質名や物理化学的性状、有害性情報等を登録したい場合には、物質

ID 20 以降の行に追記することが可能です。追記した物質名は、「Main」シートの「化

学物質名称」欄に追加されるので、それを選択すればユーザーの追記した情報が自動

的に出力されます。 
 

 

 
 
 

 

 
 

図 4 物質データベース（SubstanceDB シート）への新規物質の登録方法 
  

TRA計算用パラメータ
作業者

Subst
ance
ID

物質名称
好気的生分
解性

- - g/mol Pa ℃ mg/L ℃ - logKow/Kow - L.kg-1 - m g.m -3 m g kg -1 day-1 -

Japanese English
Japanes

e
Japanese Japanese Japanese Japanese Japanese Japanese Japanese English Japanese Japanese English Japanese Japanese Japanese

1  トルエン Toluene 92.15 3000 20 515 20 2.65 logKow 易分解 readily biodegradable 177 日化協GPS/JIPSセミナー資 73.1 6.25 日化協GPS/JIP
2 エタノール Ethanol 46.068 7892.6624 25 1000000 0.5011872 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -

3

ジエチレントリアミン
（別名　Ｎ－（２－アミ
ノエチル）－１，２－エ
タンジアミン）

Diethylenetriamine

103.174 30 25 1000000 0.0074131 Kow 分解されないnot biodegradable CHRIP -

4 ２－（２－ブトキシエトキ 2-(2-Butoxyethoxy)ethanol 162.224 2.933084 25 1000000 25 3.6307805 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP 0.705 20 EURAR
5 Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトア N,N-Dimethylacetamide 87.122 266.644 25 1000000 25 0.1698244 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -
6 無水フタル酸 Phthalic anhydride 148.112 0.0689275 25 6172.84 39.810717 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -
7 酢酸エチル Ethyl acetate 88.104 12452.275 25 90200 25 5.370318 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -
8 １－メトキシ－２－ヒドロ 2-Propanol, 1-methoxy- 90.12 1199.898 20 200000 20 0.3655948 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -
9 １－プロパノール 1-Propanol 60.094 2759.7654 25 1000000 1.7782794 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP 2.7675 30 EURAR

10 ２－（２－メトキシエトキ 2-(2-Methoxyethoxy)ethano 120.146 29.99745 20 1000000 25 0.0724436 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP 7.95 0.53333333 EURAR
11 アジピン酸 Adipic acid 146.14 9.7058416 18.5 15000 15 1.2022644 Kow 易分解 readily biodegradable CHRIP -
12 ｎ－ヘキサン Hexane 86.18 14000 9.3 3.9 logKow 易分解 readily biodegradable 400 化審法リスク評価 -
13 ジクロロメタン（別名塩化 Dichloromethane 84.93 45000 16000 1.3 logKow 分解されないnot biodegradable 18 化審法リスク評価 -
14 １，３－ジクロロプロペン 1,3-Dichloroprop-1-ene 110.97 2800 2600 2.02 logKow 分解されないnot biodegradable 32 化審法リスク評価 -
15 ベンゼン Benzene 78.11 10000 20 1700 2.16 logKow 易分解 readily biodegradable 130 化審法リスク評価 0.32 0.02285714 EURAR
16 １，２，４－トリメチルベ 1,2,4-Trimethylbenzene 120.2 200 53 3.78 logKow 分解されないnot biodegradable 540 化審法リスク評価 -
17 フタル酸ビス（２－エチル Bis(2-ethylhexan-1-yl) phth 390.57 0.000034 9.3 8.65 logKow 易分解 readily biodegradable 170000 化審法リスク評価 0.24 0.096 EURAR
18 メチレンビス（４，１－フ Bis(4-isocyanatophenyl)me 250.26 0.002 6.4 4.5 logKow 分解されないnot biodegradable 8000 化審法リスク評価 -
19 物質A substanceA 92.15 3000 20 logKow 73.1 6.25
22 物質B substanceB 92.15 3000 20 515 20 2.65 logKow 易分解 readily biodegradable 177 日化協GPS/JIPSセミナー資 73.1 日化協GPS/JIP
21 物質X substanceX

分子量 蒸気圧
蒸気圧の温
度

水溶解度
水溶解度の
温度

オクタノー
ル/水分配係
数

オクタノール/
水分配係数　単
位

有機炭素/水
分配係数

出典・備考 長期-経皮 出典・備考
長期-吸入(8時
間平均）

物理化学性状

①ユーザー独自の物質名を

登録したい場合には、

「SubstanceDB」のシート

で物質 ID 20 以降の行（赤

囲み部分）に追加してくだ

さい。 

② 追加した物質は、

「Main」シートの「化学

物質名称」欄の選択項目

に追加されます。 
その物質を選択すれば、

入力情報が自動的に呼び

出されます（赤囲み部

分）。 
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 長期－吸入の有害性参照値について、得られたデータの単位が「ppm」であった場合、

「mg/m3」に単位換算して入力します。 
GSSMaker Worker Tool では、ppm→mg/m3 への単位換算ツールを提供しています。 
「main」シートの「単位換算ツール」ボタンをクリックすると、「tool」シートが表示

されます。「tool」シートで分子量、ppm を入力すると、単位換算した結果が表示され

ます。単位換算した結果を「長期－吸入（8 時間平均）」の有害性参照値設定欄に入力

して下さい。 
 

 
 

 

図 5 ppm→mg/m3 への単位換算ツール 

 

 

  

※「ユーザー指定」に値が設定された場合は、当該値を使用。設定されない場合は物質DBの設定値を使用。

※黄色いセルは必須入力項目、水色セルは任意入力項目です。

長期-局所経皮

長期-経皮

µg.cm-2

mg kg-1 day-1

長期-吸入(8時間平均）　　※必須

【物質DB】の設定値

-

-

mg.m-3

蒸気圧　　※必須 Pa 1

蒸気圧の温度 ℃

化学物質名

称

パラメータ ユーザー指定

物質X

物理化学性状

分子量　　※必須 g/mol 8.60E+01

作業者

(DNEL, OEL(許容

濃度)) mg kg-1 day-1

有
害
性
参
照
値

短期-吸入(15分平均）

CAS番号

ＳＴＥＰ（1） 「評価対象の指定」

ＳＴＥＰ（2） 「物性と有害性の指定」 単位換算ツール

ヘルプ

ヘルプ

‘③長期－吸入の有

害性参照値設定欄に

換算後の数値を入力 

‘①ボタンをクリッ

クして単位換算ツー

ルを表示する。 

‘②分子量、ppm を入力

すると mg/m3 に換算し

た値が表示される。 
「戻る」ボタンをクリッ

クして「Main」シート

に戻る。 
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５．TRA の計算実行、結果の確認 

（１）TRA の計算実行 

 必要な情報をすべて入力し終えたら、「TRA の実行」ボタンを押してください。TRA
ツールが起動し、計算が開始されます。 

 

 
図 6 GSS Maker Worker Tool の「Main」シートの TRA 実行ボタン 

 
 
※リンクの更新についてのメッセージの表示を制御する方法 

「TRA の実行」ボタンを押したときに、「このブックには、他のデータ ソースへのリンクが含まれています。

リンクを更新すると、Excel は最新のデータを取り込もうとします。リンクを更新しないと、以前の情報が使用されま

す。」というメッセージが表示されることがあります。これは、他のブックへのリンクを含むブックを開い

たときに表示されるメッセージです。 
このメッセージを表示しないようにするには、以下の手順で設定を行ってください。一度設定すれば、

以降は表示されなくなります。 
 
① TRA ツールの構成ファイルの１つである ecetocTRAM.xls を表示する。 
② Excel のメニューで、「データ」→「リンクの編集」を選択すると、[リンクの編集]ダイアログが開く。 
③ 「起動時の確認…」ボタンをクリックすると、[起動時の確認]ダイアログが開くので、「メッセージを

表示しないで、リンクの自動更新も行わない」を選択する。 
④ ecetocTRAM.xls を保存する。（TRA ツールを構成する他のファイルの保存は不要です。） 
 
  

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

Copyright (c) 2014 Japan Chemical Industry Association and Mizuho Information & Research Institute, Inc. All rights resereved.

RCR≧1の場合にチェックポイントを表示

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ
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（２）結果の確認、検討 

 計算が終わると、リスク比（RCR）の値が更新されます。 
 RCR＜1 であれば青字、RCR≧1 であれば赤字で表示されます。RCR≧1 となっている

シナリオがあれば、シナリオの設定を再検討してください。（RCR≧1 となっているシ

ナリオが１つでもあると、次の化学物質安全情報作成に進めない仕様となっています。） 
 

 
図 7 GSSMaker Worker Tool の「Main」シートの計算結果表示 

Ｎｏ．

GSSの出力言語

※「ユーザー指定」に値が設定された場合は、当該値を使用。設定されない場合は物質DBの設定値を使用。

※黄色いセルは必須入力項目、水色セルは任意入力項目です。

4.39E-028.78E-03

保護手袋の有無と効率 いいえ
グローブ  APF5（防護率

80%)

長期-局所経皮 (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無)

長期トータル 4.03E-01 1.06E-01

長期-吸入(8時間平均） 1.84E-01 1.84E-02

長期-経皮 2.19E-01

1.25E-02 8.07E-02

3.68E-03 3.68E-02

屋外

飛散性(固体)／作業温度での蒸気

圧(Pa)(液体）

作業期間 [時間/日] 4時間以上 4時間以上

作業形態

PROC9_小容量コンテナ

への移し替え

工業工業 工業

長期-局所経皮

長期-経皮

µg.cm-2

mg kg-1 day-1

長期-吸入(8時間平均）　　※必須

【物質DB】の設定値

-

-

mg.m-3

蒸気圧　　※必須 Pa 1

蒸気圧の温度 ℃

化学物質名

称

パラメータ ユーザー指定

物質X

物理化学性状

分子量　　※必須 g/mol 8.60E+01

(有害性参照値無)

固体でない

良好な全体換気の室内

あり（捕集率90%) あり（捕集率90%)なし あり（捕集率90%)

w-4

混合 詰め替え

w-3

1～5% 1～5%

グローブ  APF5（防護率

80%)
グローブ  APF5（防護率

80%)

(有害性参照値無)

良好な全体換気の室内

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

固体でない

(有害性参照値無) (有害性参照値無)

作業者

(DNEL, OEL(許容

濃度))

PROC8b_専用設備での大

容量コンテナとの移し替

え

混合物か（含有率） いいえ いいえ

mg kg-1 day-1

4時間以上 15分～1時間

呼吸保護具の有無と効率

8.78E-02

w-2

固体でない

w-1

シナリオ名

プロセスカテゴリ(PROC)

作業者

移し替え

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

製造

換気状態 屋外

有
害
性
参
照
値

短期-吸入(15分平均）

(結果)

物質形状 固体でない

工業

経皮ばく露のLEV（局所排気装

置）考慮?

短期-吸入(15分平均）

CAS番号

ＳＴＥＰ（1） 「評価対象の指定」

ＳＴＥＰ（2） 「物性と有害性の指定」

ＳＴＥＰ（3） 「シナリオの指定」

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

エリア拡張

単位換算ツール

RCR≧1の場合のチェックポイントを表示

              
All rights resereved.

拡張エリアを閉じるクリア

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

RCR の値が 1 以上

の場合、赤字で表示

されるため、シナリ

オを再検討する。 
（値が１以上のまま

だと化学物質安全情

報シート作成ができ

ないようになってい

る。） 
この例では全てのシ

ナリオで RCR<1 な

ので再検討は必要な

い。 
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 RCR が 1 を超えた場合には、チェックポイントを表示して、対応を検討してください。

「RCR>1 の場合のチェックポイントを表示」を選択すると、シート上に RCR>1 の場

合のチェックポイントを吹き出しで表示します。 

 
図 8 ＲＣＲが 1 を超えた場合のチェックポイントの表示 

 

※「ユーザー指定」に値が設定された場合は、当該値を使用。設定されない場合は物質DBの設定値を使用。

Ｎｏ．

CAS番号

ＳＴＥＰ（1） 「評価対象の指定」

ＳＴＥＰ（2） 「物性と有害性の指定」

ＳＴＥＰ（3） 「シナリオの指定」

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

短期-吸入(15分平均）

有
害
性
参
照
値

短期-吸入(15分平均）

(結果)

物質形状 固体でない

工業

経皮ばく露のLEV考慮?

4時間以上 15分～1時間

呼吸保護具の有無と効率

8.78E-02

w-2

固体でない

w-1

シナリオ名

プロセスカテゴリ(PROC)

作業者

移し替え

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

製造

換気状態 屋外

作業者

（DNEL, OEL等）

PROC8b_専用設備での大

容量コンテナとの移し替

え

混合物か（含有率） いいえ いいえ

mg kg-1 day-1

(有害性参照値無) (有害性参照値無)

良好な全体換気の室内

あり（捕集率90%) あり（捕集率90%)なし あり（捕集率90%)

w-4

混合 詰め替え

w-3

1～5% 1～5%

グローブ APF5（防護率

80%)
グローブ APF5（防護率

80%)

(有害性参照値無)

良好な全体換気の室内

PROC2_管理されたばく

露のある閉鎖系の連続プ

ロセスでの使用

固体でない固体でない

(有害性参照値無)

化学物質名

称

パラメータ ユーザー指定

 トルエン

物理化学性状

108-88-3

分子量 g/mol 92.15

蒸気圧 Pa 3000

蒸気圧の温度 ℃

【物質DB】の設定値

-

-

20

mg.m-3

長期-局所経皮

長期-経皮

µg.cm-2

mg kg-1 day-1

長期-吸入(8時間平均） 73.1

6.25E+00

作業形態

PROC9_小容量コンテナ

への移し替え

工業工業 工業

屋外

飛散性(固体)／作業温度での蒸気圧

(Pa)(液体）

作業期間 [時間/日] 4時間以上 4時間以上

保護手袋の有無と効率 いいえ
グローブ APF5（防護率

80%)

長期-局所経皮 (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無) (有害性参照値無)

長期トータル 4.03E-01 1.06E-01

長期-吸入(8時間平均） 1.84E-01 1.84E-02

長期-経皮 2.19E-01

1.25E-02 8.07E-02

3.68E-03 3.68E-02

4.39E-028.78E-03

エリア拡張

                

RCR≧1の場合にチェックポイントを表示

ツール

拡張エリアを閉じるクリア

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

ヘルプ

■RCR>1の場合のチェックポイント（作業者）
●PROC
PROCが正しく選択されていますか｡PROCは欧州の考え方と日本の一般的な考え方に差があるので､注意が必要です｡

●換気状態
換気状態は正しく選択されていますか｡換気状態の選択内容によってばく露量の減少率が大きく異なります｡

●呼吸保護具､保護手袋
呼吸保護具や保護手袋は正しく選択されていますか｡呼吸保護具や保護手袋を装着している場合､それを選択することでばく露量は大きく減少します｡

RCR の値が 1 以上の場

合のチェックポイント

を吹き出しで表示する。 

チェックボックスをオンにす

ると RCR≧1 の場合のチェッ

クポイントが表示される。 
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６．化学物質安全情報の作成、保存 

 TRA の計算が終了し、リスク比（RCR）がすべて１未満となっていることを確認した

ら、化学物質安全情報を作成するために「化学物質安全情報を作成」ボタンを押して

ください。化学物質安全情報の自動作成が開始されます。（図 9） 
 化学物質安全情報の作成が完了すると、「ChemicalSafetyInformation」シートが表示

されます。シートの内容は編集可能となっていますので、必要に応じて、加筆・修正

してください。「推奨するリスク管理措置」のセクションには、職場で検討・実施され

ているリスク低減措置を記入してください。 
なお、「ばく露」のセクションではシートの雛型の右側にフレーズの選択肢を列挙して

います。（図 10） 
 「ChemicalSafetyInformation」シートや TRA 計算結果である「TRA_Results」シー

トは上書きされるため、作成した内容を保存しておきたい場合にはシートをコピーし

て別ファイルとして保存するようにしてください。（図 11、図 12） 
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図 9 GSS Maker Worker Tool の化学物質安全情報作成のフロー 

  

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

Copyright (c) 2014 Japan Chemical Industry Association and Mizuho Information & Research Institute, Inc. All rights resereved.

RCR≧1の場合にチェックポイントを表示

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ

 

物質名 (SUBSTANCE NAME)

物質の概要　(GENERAL STATEMENT)

化学的特性　(CHEMICAL IDENTITY)

使用・用途と適用　(USES AND APPLICATIONS)

物理化学的特性　(PHYSICAL/CHEMICAL PROPERTIES)

ヒト健康影響　(HEALTH EFFECTS)

発がん性 区分外

生殖毒性 生殖能または胎児への悪影響のおそれ（区分1A)

特定標的臓器毒性(単回ばく露）
中枢神経系：臓器(中枢神経系)の障害（区分1）／気道刺激性：呼吸器への刺激のおそれ（区分3）／
麻酔作用：眠気またはめまいのおそれ（区分3）

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 区分外

生殖細胞変異原性 区分外

急性毒性（経皮） 区分外
皮膚腐食性／刺激性 皮膚刺激（区分2)

眼に対する重篤な損傷性／刺激性 眼刺激（区分2B)

急性毒性（吸入-気体） 区分外
急性毒性（吸入-蒸気） 吸入すると有害（区分4）
急性毒性（吸入-粉塵/ミスト） 区分外

出典・備考 日化協GPS/JIPSセミナー資料_物理

影響項目
急性毒性（経口） 飲み込むと有害性のおそれ(区分5)

水溶解度の温度 20 ℃
オクタノール/水分配係数 2.65 logKow

蒸気圧の温度 20 ℃
水溶解度 515 mg/L

項目 値
分子量 92.15 g/mol
蒸気圧 3000 Pa

その他の情報
出典・備考

当社製品の主な用途

その他の番号 203-625-9(EC番号）
分子式 C7H8
構造式

商品名
化学名  トルエン
CAS番号 108-88-3

 トルエン

項目
一般名  トルエン

化学物質安全情報（一部） 
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  

 
 

 
 

図 10 化学物質安全情報 推奨するリスク管理措置及びばく露のフレーズ 
  

推奨するリスク管理措置　(RISK MANAGEMENT RECOMMENDATIONS)

換気状態
（局所排気
装置など）

その他

項目 区分 推奨するリスク管理措置

対作業者ばく露
呼吸保護具
の使用

保護手袋の
使用

作業時間

option1 option2
ばく露は製造設備か、当
該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動ばく露は製造設備か、当

該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製
造、輸送、保管、閉鎖系

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動
での輸送、その他の作業

ばく露は製造設備か、当
該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動

専用設備での船舶／大容量コンテナへのor からの物質や調剤の移し替え作業において、【例：塵/蒸
気/エアロゾルの発生、流出、装置の清掃】等に伴い、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性があ
る。

流出を最小化するように設計された条件での小容量コンテナへの物質や調剤の移し替え作業におい
て、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

ばく露　(EXPOSURE)

項目 ばく露

作業者ばく露
管理されたばく露のある閉鎖系・連続プロセスでの作業において、メンテナンス、サンプリングおよ
び装置故障の際等に、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

GSSMaker Worker Toolで作

成される雛型シートの右側に

ばく露フレーズの選択肢を列

挙 

「推奨するリスク管理措置」

には職場で検討・実施されて

いるリスク低減措置を記入し

てください。 
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図 11  化学物質安全情報（ChemicalSafetyInformation） 
シートを別ファイルにコピーする方法 

 
 

① ChemicalSafetyInformation」
のシート名のところで右クリ

ックをし、「移動またはコピー」

を選択。 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で 、「 OK 」 ボ タ ン を 押 す と 、

ChemicalSafetyInformation のシートが新

しい Excel ファイルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば化

学物質安全情報(ChemicalSafety 
Information)の保存作業は完了です。 
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図 12  TRA 計算結果シートを別ファイルにコピーする方法 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で、「OK」ボタンを押すと、TRA 計算結果

(TRA_Results)のシートが新しい Excel ファ

イルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば

TRA 計算結果の保存作業は完了です。 

① TRA_Results」のシート名の

ところで右クリックをし、

「移動またはコピー」を選

択。 


